
北広島市介護保険 住宅改修について 

 

■  介護保険住宅改修費                              
要介護(支援)認定を受けている方が、自宅（介護保険被保険者証に記載されている住所地）に対して、手

すりの取り付けや段差解消など（■対象工事参照）の住宅改修をした際、20万円を上限に工事費用の７

割から９割を支給します。 

［例］ 

 

 

■  対象工事                                  
◇手すりの取付け 

◇段差の解消 

◇滑りの防止及び移動の円滑化等のための床又は通路面の材料の変更 

◇引き戸等への扉の取替え 

◇洋式便器等への便器の取替え 

◇その他前各号の住宅改修に付帯して必要となる住宅改修 

 

■  支給要件                                    
(1)～(4)いずれにも該当すること。 

(１) 要介護(支援)認定を受けており、工事着工日と工事完了日が共に認定の有効期間内であること。 

(２) 介護保険被保険者証に記載されている住所（住民票上の住所）で、住宅改修が行われること。 

(３) 本人が在宅であること。 

※入院または施設に入所中に、退院・退所が確実で、在宅生活に備えて住宅改修が必要な場合は申請で

きます。ただし、償還払いのみの申請となり、退院・退所ができなかった場合支給対象外となります。 

 (4) 住宅改修の着工前に事前申請をし、支給対象として市が認める工事であること。 

 

■  支払方法                                  
 償還払い  

住宅改修の費用を被保険者が、一旦全額を改修業者に支払います。支給決定後、介護保険対象分のうち、 

7割から 9割（介護給付分）を市から被保険者に支給します。 

 受領委任払い  

住宅改修の費用で 1割から 3 割分（自己負担分）を被保険者が施工業者に支払います。支給決定後、介護

保険対象分のうち、7割から 9 割（介護給付分）を市から施工業者に支給します。受領委任払いの利用にあ

たっては、施工業者が市と受領委任払い契約を結んでいることが必要となりますので、事前に施工業者へご

確認ください。 

なお、工事着工日時点で以下にあてはまる場合は、受領委任払いによる申請はできません。 

・被保険者が病院・施設等に入院中・入所中の場合 

・要介護/要支援新規認定申請中で、認定結果が出ていない場合 

 

【お問い合わせ】北広島市保健福祉部高齢者支援課〈給付担当〉  
電話 011-372-3311（内線 2163・2165） 

住宅改修費用 負担割合 自己負担額 支給額 

10万円 1割 1万円 9万円 

25万円 １割 
7万円 

（1割分 2万円＋上限超過分 5万円） 
18 万円 



■  手続きの流れ 手続きは基本ケアマネジャー等※1が行います。                              
被保険者 ケアマネジャー等※1 施工業者 市 

①ケアマネジャー等に 

住宅改修の相談 

 

④工事内容、費用、 

支払方法の確認 

（■支払方法参照） 

 

 

 

⑧施工業者へ費用支払 

 

②被保険者へ施工業者の提案 

施工業者へ見積依頼 

 

④市へ【事前申請】 

（■必要書類参照） 

 

⑥事前審査結果の確認 

（支給対象の場合）施工業者へ連絡 

（支給対象外の場合）被保険者へ連絡※２ 

 

⑨ ⑧の支払確認後、 

市へ【事後申請】 

（■必要書類参照） 

③現場確認 

見積作成 

 

 

 

 

⑦【工事着工】 

完了後、 

被保険者へ 

費用請求 

 

 

 

⑤事前審査 

結果通知 

 

 

 

 

 

⑩事後審査 

支給決定 

 給付費支給 

(※1) 居宅介護支援事業所、高齢者支援センター（地域包括支援センター）の職員 

(※２) 支給対象外の場合、費用全額が自己負担となりますので、工事の実施について再度相談しましょう。 

■  必要書類                                                  
事前申請 事後申請 

◇介護保険居宅介護・介護予防住宅改修事前申請書 

（様式１） 

◇住宅改修が必要な理由書（様式２） 

◇改修工事の見積書 

◇着工前写真 

（住宅改修後の完成予定の状態が分かるもの） 

撮影日入りの写真を添付してください。 

◇改修箇所の平面図 

（改修箇所および生活導線を示すもの） 

◇介護保険住宅改修承諾書 

（住宅の所有者が被保険者本人でない場合に添付） 

◇介護保険居宅介護・介護予防住宅改修支給申請書 

（様式 3「受領委任用」） 

（別記第 37号様式「償還払い用」） 

◇ 改修工事費の内訳書 

◇ 完成後写真 

（住宅改修の完成後の状態がわかるもの） 

撮影日入りの写真を添付してください。 

◇ 領収書原本 

(後日支給決定通知と合わせて被保険者へ返送します) 

◇委任状 

(償還払いで振込口座名義人が本人以外の場合必要) 

■  支給限度額のリセット                            
支給限度額は生涯 20万円（自己負担額含む）ですが、以下の場合については上限額がリセットされます。 

 三段階リセット  

  初めて行った住宅改修の着工日時点の要介護等状態区分を基準とし、要介護等状態区分が三段階以上 

重くなった場合、一人一回に限り、新たに 20万円を支給上限額として住宅改修を利用できます。 

初めて住宅改修に着工した日の要介護等状態区分 3 段階以上、上がった要介護等状態区分 

要支援１（第 1 段階） 要介護３（第 4 段階）要介護４（第5 段階）要介護５（第６段階） 

要支援２または要介護１（第 2 段階） 要介護４（第 5 段階）要介護５（第６段階） 

要介護２（第 3 段階） 要介護５（第 6 段階） 

転居リセット  

被保険者が転居（住民票の異動）した場合、転居先で新たに 20 万円を支給上限額として住宅改修を利用

できます。 


